
【研究名】：保険薬局における TS-1副作用モニタリングシートを用いた副作用評価のアウトカム	

	

【研究目的】 	

経口抗がん剤治療の有効性と安全性を担保するために、病院と保険薬局の連携による情報共有が不可欠です。

しかし、院外処方の安全管理、情報共有については、お薬手帳以外に全国的に統一されたものはありません。当

院では、2013年 7月より院外処方せんの右側部分に「おくすり伝言板」＊を作成し、病院と薬局間で情報共有を行

っています。さらに、2013 年 10 月から「おくすり伝言板」用にテガフール・ギメラシル・オテラシルカリウム配合剤

（内服薬：商品名はティーエスワン）副作用モニタリングシート＊を作成し、保険薬局が患者さんから聞いた副作用

情報を電子カルテへ反映しています。今回、医師に対する保健薬局からの副作用情報の報告が、患者さんの副

作用の適切な把握に繋がるという仮説を検証します。	

	

＊:おくすり伝言板とティーエスワン副作用モニタリングシート	



	

【研究意義】	

経口抗がん剤治療において、「病院－保険薬局」間の情報共有の取り組みが患者さんの副作用の早期発見、医

師のより良い対応に繋がることを証明することで、病院と薬局間で情報共有が普及していくことが期待できます。	

	

【調査の対象となる患者さん】	

2012年 9月～2014年 10月の間に愛媛大学医学部附属病院でティーエスワンを処方され、その院外処方せんを

あい薬局本店で応需した患者さん	

	

【方法】	

本研究は、愛媛大学医学部附属病院とあい薬局の 2施設で実施します。	

調査の対象となる患者さんのカルテから、以下の項目を調べます。	

 年齢、性別、体表面積、ティーエスワンの調査期間以前の治療歴、治療前の血清クレアチニン値、ティー

エスワン初回投与量、投与スケジュール、ティーエスワン処方回数、がん種、疑義照会の有無と内容、テ

ィーエスワン副作用モニタリングシートの有無、ティーエスワンの副作用の有無と内容、副作用に対する

医師の対応の有無	

	

ティーエスワン副作用モニタリングシート導入前群（2012 年 9月～2013 年 9月）と導入後群（2013 年 10

月～2014年10月）の2群間を比較します。	

	

【研究結果】	

ティーエスワン副作用モニタリングシート導入後に副作用情報を多く発見できることが明らかとなりました。	

（日本臨床腫瘍薬学会	 学術大会2015で発表）	

	

【患者さんの個人情報の管理について】	

「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に基づいて患者さんのプライバシーを守るよう努めてい

ます。結果の発表や出版に際しては個人が特定できるような情報は掲載しませんので、患者さんの個人情

報が外部に漏れることはありません。	

	

【研究実施体制】	

研究実施機関	

①愛媛大学医学部附属病院薬剤部	

研究責任者：薬剤部	 荒木	 博陽	

haraki@m.ehime-u.ac.jp	

〒791-0295	 愛媛県東温市志津川		

TEL:	089-960-5730、Fax:	089-960-5745	

研究分担者：河添	 仁、田中	 亮裕	



	 	

②有限会社あい薬局	 本店	

研究責任者：代表取締役	 古川	 清	 	

aiy@amber.plala.or.jp	

〒791-0204	 愛媛県東温市志津川164-1		

TEL:	089-964-7370、Fax:	089-964-3254	

研究分担者：木下	 清司、岡田	 由季、酒井	 瞳、亀田	 慶太、橋岡	 多津	

	

【研究に関する問い合わせ先】	

本研究からご自身の情報を除いてほしいという方は、下記の連絡先までお申し出ください。	

また、本研究に関する詳細な資料を希望される方や詳細な情報を知りたい方は下記の連絡先まで連絡をお

願いします。	

	 	

	 研究責任者：	 准教授	 	田中	亮裕	

	 電話番号：	 	 089-964-5731	

	 e-mail:	 akiki@m.ehime-u.ac.jp	

	 	

 


